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理 事 兼 企 画 ・ 

財 政 課 財 政 課 長 
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理 事 兼 福 祉 課 長 大  江  輝  博  君 

理 事 兼 建 設 ・ 

環 境 課 建 設 課 長 
光  嶋    隆  君 
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１．職務のため出席した事務局職員は次のとおりである。 

事 務 局 長 久野村  観  光  君 

庶 務 係 長 岡  﨑  貴  子  君 

────────────────────────────────────────── 
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開  会   午前１０時００分 

○議長（田中 修） 皆さん、おはようございます。 

  会議を始めます前にご報告申し上げます。 

  本日、奥谷企画課長から欠席の申し出があり、これを許可しておりますので、ご報告

いたします。 

  ただいまの出席議員は１２名であります。定足数に達しておりますので、ただいまか

ら平成２８年第１回宇治田原町議会定例会を開会いたします。 

  直ちに本日の会議を開きます。 

────────────────────────────────────────── 

◎会議録署名議員の指名 

○議長（田中 修） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  本定例会の会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定によって、２番、内田文夫

君と９番、原田周一君を指名いたします。 

  以上の両名に差し支えのある場合には、次の順序の議員にお願いをいたします。 

────────────────────────────────────────── 

◎会期の決定 

○議長（田中 修） 日程第２、会期の決定を議題といたします。 

  お諮りいたします。本定例会の会期は本日から３月２９日までの２６日間といたした

いと思います。これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 異議なしと認めます。よって会期は本日から３月２９日までの

２６日間に決定しました。 

  会期中の予定については、お手元に配布の定例会日程表のとおりであります。 

────────────────────────────────────────── 

◎諸報告 

○議長（田中 修） 日程第３、諸報告を行います。 

  会議規則第１２９条の規定により行われました議員派遣につきましては、お手元に配

付したとおりでございます。また、議長において受理いたしました陳情書１件は、配付

のとおりでございます。 

  各議員におかれましては、十分にご高覧いただきますようお願いいたします。 

  次に、議会事務局長より報告をさせます。 
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○事務局長（久野村観光） おはようございます。 

  このたび、めでたく表彰をお受けになられました議員のご報告を申し上げます。 

  安本議員が町村議会議員として２７年以上、青山議員、今西議員が町議会議員として

１５年以上の在職により、多年にわたり地方自治に尽くされた功績がたたえられ、去る

２月１９日に開催されました、京都府町村議会議長会第６６回定期総会におきまして、

全国町村議会議長会議長表彰の伝達が行われました。 

  また同日、京都府町村議会議長会長より、垣内議員が町議会議員として１１年以上の

在職により多年の功績がたたえられ、表彰をお受けになりました。 

  以上、心からお喜び申し上げまして、ご報告といたします。 

○議長（田中 修） これで、諸報告を終わります。 

  ここで、町長より発言を求められておりますので、これを許します。町長。 

○町長（西谷信夫） 皆さんおはようございます。 

  ３月議会定例会の開会に当たりまして、一言ご挨拶を申し上げます。 

  殊のほか厳しかった寒さがようやく和らぎ、春の息吹を感じるようになってまいりま

した。 

  議員各位におかれましては、ご健勝にてご活躍のこととお喜びを申し上げますととも

に、平素から宇治田原町政の推進に何かとご理解、ご尽力をいただいておりますことに

心から厚くお礼を申し上げる次第でございます。 

  先ほどは、議会事務局長より報告がございましたが、このたび、多年にわたり地方自

治の振興発展に寄与されたご功績により、安本修議員、青山美義議員、今西久美子議員

におかれましては全国町村議会議長会長表彰を、垣内秋弘議員におかれましては京都府

町村議会議長会長表彰を受賞されましたことに、心よりお喜びを申し上げますとともに、

今日まで積み重ねてこられましたご功績に対しまして、心から感謝と敬意を表します。

今後とも、地方自治の発展、ひいてはふるさと宇治田原町の発展のため、一層ご尽力を

賜りますようお願いを申し上げる次第でございます。 

  本日は、平成２８年第１回宇治田原町議会定例会を招集させていただきましたところ、

議員各位におかれましては、公私とも大変お忙しい中ご参集を賜りまして、ここに開会

できますことを心から厚くお礼申し上げます。 

  開会に当たりまして、平成２８年度において宇治田原町政の推進に臨みます所信の一

端を述べさせていただき、議員各位並びに住民の皆様のご理解とご協力を賜りたいと存

じますので、よろしくお願い申し上げます。 
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  私は、平成２５年２月に宇治田原町第１６代宇治田原町長に就任させていただき、早

いもので約３年にわたり町政を担当させていただいてまいりました。この間、今日まで

大過なく町政を進めてこられましたのも、議員各位をはじめ住民の皆様方から賜りまし

た温かいご理解とご協力、そして町職員の努力の積み重ねと深く感謝申し上げる次第で

あります。 

  私は常々、「百万一心」という言葉を使わせていただきますが、これは「みんなが力

を合わせれば何事もなし得る」という意味であり、そのためには地域の人たち同士のき

ずな、それを支える役場職員間のきずな、そして地域の人たちと役場職員とのきずな、

この３つのきずなをしっかり結び合って、町内外の方々から「好きやねん うじたわ

ら」と言っていただけるまちづくりの推進に努めてまいりました。また、私が公約に掲

げました「未来に希望と責任」、「くらしに安心安全」、「行政に信頼と真心」という

３つのまちづくりの基本的な視点に立ち、将来に明るい展望の持てる活力と魅力ある宇

治田原町の礎となるまちづくりの推進に心血を注いでまいったところでございます。 

  私の任期の最終年となります平成２８年度につきましても、このまちづくりの基本的

な視点に立ち、残る任期は１年でありますが、我々の子どもたち、そして孫たちへと、

３０年先、５０年先に本町に住んでいただく方の明るい未来に責任を持つため、引き続

き山田京都府政との協調を深める中、住民の皆様との公約の再点検と実現に向け、町政

の運営に粉骨砕身取り組んでまいる所存であります。 

  議員の皆様方の一層のご理解とご支援を賜りますようお願いを申し上げる次第でござ

います。 

  さて、本年は昭和３１年９月３０日に田原村と宇治田原村が合併し、宇治田原町が誕

生してから６０周年を迎えます。この半世紀を超える間における先人の方々のご努力、

関係各方面のご支援によりまして、本町は今日のように大きな発展を遂げてまいったと

ころであります。この記念すべき年を迎え、本町のまちづくりの礎を築かれた先人に感

謝するとともに、まさに地方の時代である現代を住民と行政、地域と地域、人と人とが

きずなでつながり助け合いながら、これからの未来を描いていくことをテーマに記念事

業を展開してまいりたいと考えております。これら記念事業を通して、宇治田原町の新

しい歴史を切り開いていく決意を皆様とともに共有してまいりたいと考えております。 

  今、国政に目を向けますと、安倍内閣が掲げる経済政策、いわゆるアベノミクスの取

り組みは、昨年９月に第２ステージとして、これまでの経済政策を一層強化し経済の好

循環を確立するため、「希望を生み出す強い経済」、「夢をつむぐ子育て支援」、「安
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心につながる社会保障」という新たな三本の矢を放ち、出生率の向上や介護離職ゼロな

ど、一億総活躍社会を目指す政策が打ち出されたところであり、平成２８年度はこれら

の政策が本格的に動き始めることとなります。 

  現在、第１９０回通常国会が開会されていますが、現下の経済情勢等を踏まえ、経済

再生と財政健全化の両立を確実なものとするため、また人口減尐、超高齢化という大き

な課題にも対応するため、予算や政策の審議が継続されていることから、その動向を注

視し、本町への影響を検証するとともに、国及び府における広域的施策への連携、対応

をしっかりと図っていくことが重要であると考えております。 

  一方、昨年の平成２７年は地方創生元年と位置づけられ、将来的な人口減尐と地域経

済縮小の克服を目的として、全国の自治体が新たな地方版総合戦略の策定に取り組んだ

ところであります。私は、地方創生への対応は、国において必要な政策を推進すること

が基本であると捉えていますものの、個々の自治体にとりましても大変重要な課題であ

り、国が掲げる一億総活躍社会を実現するためには、地域の創生の推進がその原動力と

して欠かせないものであることには間違いないと考えております。 

  こうした中、地域創生、自治体間競争の流れにあって、本町ではこれまでのスタンス

にとらわれることなく、持続可能なまちづくりを進めるための長期的な指針と位置づけ

る第５次まちづくり総合計画と一体的に人口減尐の克服と地域創生のためのまち・ひ

と・しごと創生総合戦略の策定に取り組んでまいり、それぞれの計画等につきましては、

本議会定例会にもご提案申し上げているところであります。 

  ここで、これら計画等の策定の中で明らかになった本町の主要課題も踏まえまして、

私の任期最終年において、最も重要と考えております事業につきまして、最初に述べさ

せていただきます。 

  １点目は、私が本町のまちづくりの１丁目１番地の施策として位置づける都市計画道

路宇治田原山手線の整備であります。 

  平成３５年度に予定される新名神高速道路の開通は、宇治田原町の将来において、ま

ちの構造に劇的な変化と飛躍をもたらす可能性を秘めていることから、そのインパクト

を好機と捉え、今後のまちづくりを進めることが何よりも重要です。都市計画道路宇治

田原山手線は、新名神高速道路の（仮称）宇治田原インターチェンジへのアクセス道路、

また国道３０７号の交通分散を担う道路になるという域内交流・流通の機能及び災害時

における地域内外の連携強化の機能をあわせ持つ本町のまちづくりの根幹をなすもので

あります。 
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  とりわけ、私が町長に就任して間もない平成２５年９月の台風被害により国道

３０７号が全面通行どめとなった際には、町内交通機能が完全に麻痺し、住民生活及び

企業活動に多大な支障が出たことは、今も私の脳裏から離れません。これまで、都市計

画道路宇治田原山手線の早期完成を求める住民会議においても知事要望をはじめとする

積極的な活動をいただいており、大変心強く感じております。また、平成２７年度には

京都府において道路予備設計費を予算化していただくなど新たな進捗があり、引き続き

京都府とも協議を重ね協調を強めながら、住民の安心・安全のための必要不可欠な道路

として、早期完成に向け全力を傾注してまいりたいと考えています。 

  ２点目は、役場庁舎の新築移転事業です。 

  新庁舎については、昨年９月に建設に向けた基本理念や基本機能等を定めた新庁舎建

設基本構想をとりまとめたところです。また、第５次まちづくり総合計画の土地利用構

想において、町道南北線周辺を「シビック交流拠点」と位置づけ、公共施設等の住民サ

ービス機能と産業・工業機能の集積を図ることとしています。 

  新庁舎建設計画は、都市計画道路宇治田原山手線の整備と合わせ本町の土地利用構想、

まちづくりの根幹をなす事業であり、できるだけ早い時期に具体的な内容をお示しでき

るよう努力してまいります。 

  そして３点目として、人口減尐対策は本町においても最重要課題であり、これは第

５次まちづくり総合計画やまち・ひと・しごと創生総合戦略にもしっかりと位置づけて

おります。双方の計画に共通するまちづくり戦略では、「まちの活力戦略」すなわちま

ちに若者を呼びこみ働く場を確保すること、「うじたわらっ子育み戦略」すなわち若い

世代の希望をかなえ元気なうじたわらっ子を育むこと、「安心・住みよいまち戦略」す

なわち地域で見守り安心で暮らしやすいまちをつくること、これら３つの基本目標を定

め、これをもとに１９の柱から成る施策を上げています。先ほど申し上げましたとおり、

３０年先、５０年先の宇治田原町に責任を持ち、将来にわたって活力あるまちであり続

けるため、これら戦略に掲げる各種施策を積極的に推進してまいる所存であります。 

  このような基本的な考え方に立って、この新たな時代における本町の指針として、本

議会にご提案申し上げております第５次まちづくり総合計画に掲げる将来像であります、

「人がつながる 未来につながる お茶のふるさと 宇治田原」の実現を目指して全力

を傾注してまいる所存であります。 

  次に、本町の財政状況についてでございますが、平成２６年度決算におきましては、

国の交付金を活用したハード整備事業の完了により歳入歳出のいずれも減額となったも
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のの、２年連続でまちづくりの基盤整備に積極的に投資を行いました。その結果、実質

収支は黒字となりましたが、基金の取り崩し等により実質単年度収支は赤字となったと

ころであり、平成２７年度決算においても、引き続き厳しい財政状況となることが予想

されます。 

  このような状況のもと、未来に希望と責任をもち、将来にわたって持続可能な行財政

基盤を構築するためには、現下の厳しい財政状況を職員一人一人が改めて認識する必要

があります。こうしたことから、第５次行政改革大綱及び同実施計画に基づき、引き続

き行財政改革に努める中、施策の実施に当たっては将来的な負担も考慮した上で十分な

精査・検討を加えるなど、効率的・効果的な行財政運営を維持できるよう最大限の努力

をしてまいります。 

  平成２８年度の予算編成に当たっては、新たなまちづくり総合計画の初年度として必

要な施策を着実に推進するとともに、まち・ひと・しごと創生総合戦略に基づく地域創

生対策を加速化するため、平成２７年度３月補正予算とあわせ、切れ目のない施策の展

開を図るため１３カ月予算として、昨年度に引き続き、国政や経済の動きにも機敏に対

応した積極型の予算を編成したところでございます。 

  それでは、平成２７年度補正予算とあわせました平成２８年度の主要な施策について、

新たな時代のスタートに合わせ、第５次まちづくり総合計画に掲げる４つのまちづくり

の目標に沿って申し上げます。 

  まず、住民の健康を守るため、保健・医療体制の充実を図るとともに、暮らしの不安

要因を減らし、安心して暮らせるまちづくりを推進する「健やかに安心して暮らせるま

ち」であります。 

  「好きやねん うじたわら」と言っていただけるまちづくりは、暮らしの安心と安全

の上に成り立ちます。平成２３年３月に発生した東日本大震災がもたらした大きな惨禍

は記憶に新しいところであり、できるだけ早い被災地の復興を心より願うところであり

ますが、こうした巨大地震のみならず、近年は全国的に局地的な大雤による水害や土砂

災害によって甚大な被害がもたらされています。 

  このような災害に対するためには、地域の防災力の強化が何よりも重要になるところ

であり、引き続き本町の安心・安全の重要な担い手であります消防団の活動に対する装

備品、資機材の整備を行うほか、災害時における自助・共助の考え方を実践していただ

いている自主防災組織における活動費、防災物品に対する支援を行います。さらに、自

主防災組織と消防団が連携・協力の上組織するキッズ防火隊の発足を支援し、組織化し
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たキッズ防火隊の研修実施、新たな資格取得等の支援により、地域防災を支える人づく

りを進めてまいります。また、災害時において何よりも重要になるものは情報でありま

すことから、迅速かつ的確な新たな情報伝達システムの確立を図るための段階的な整備

に着手いたします。さらに、耐震度の確保が必要な木造建築物等の改修への支援として、

新たに簡易改修、耐震シェルター設置費用への支援を開始しますとともに、６５歳以上

の高齢者に対する積極的な導入を勧奨するため、その自己負担額について町独自に支援

を行います。 

  一昨年８月に広島市を襲った豪雤による土砂災害がもたらした甚大な被害は、ご記憶

に新しいところかと存じます。土砂災害から住民の命を守るためには、森林の適正な管

理が不可欠でありますことから、京都府とともに森林の所有者等が行う災害予防事業に

対して支援を行うことにより、森林環境の保全と災害の未然防止を図ってまいります。 

  また、本町においても例外でなく高齢化社会が進行する中、幾つになっても健康で長

生きをしたいということは全ての住民の皆様の願いであると存じます。このため、住民

が主役となって取り組む健康づくりに向け、体系的・具体的な施策展開により健康寿命

の延伸を目指すことを目的に今年度改定する健やかうじたわら２１プランに基づき、疾

病の早期発見・早期治療に向けた検診機会の充実のほか、骨粗鬆症をはじめとする疾病

予防のため、住民の健康課題に対応した実践型の講習を実施するなど、住民の皆様が自

発的な健康増進に取り組んでいただき、生涯を通じて健やかな生活を送れるよう支援し、

健康寿命の向上を図ってまいります。 

  一方で、高齢化の進展に伴い高齢者世帯が増加し、生活支援へのニーズが一層高まる

とともに、認知症対策の取り組みが求められています。保健師による高齢者訪問の充実

を図るほか、認知症への早期対応に正しい認識を深めることにより、住みなれた地域で

住み続けていただけるよう、認知症になられてもその居場所づくりや地域の方々との交

流、相談ができる認知症カフェを開設してまいります。また、町内において地域密着型

特別養護老人ホームを整備する事業者に対して支援を行うほか、介護保険地域総合事業

への準備として、これまでご好評をいただいております元気はつらつ若返り塾の拡充や

二次予防事業の通年開催など、一人一人の状況に応じたきめ細かな介護予防事業の展開

に取り組んでまいります。 

  また、障がい者の方々が住みなれた地域社会で自立した生活と自己実現を図ることは

大きな願いであります。このため、居宅介護や通所などの障がい福祉サービスのほか、

コミュニケーション支援や移動支援などの実施により障がい者の自立を支援していくと
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ともに、これまでの町外の相談支援事業所に加え、新しく障がい者にとって身近な相

談・情報提供の場として、町内の社会福祉法人に専門的な相談支援事業を委託すること

により、障がい者の地域での安心と生活の向上を推進してまいります。 

  なお、本町の地域福祉を総合的に推進するための基本理念や基本目標を定める地域福

祉計画につきまして、引き続き改定に取り組んでまいります。 

  次に、きれいな水や豊かな緑に恵まれた自然環境を守り育てるとともに、広域交通と

連携のとれた町内交通の利便性の向上や道路、生活環境などの基盤が整備された便利で

快適なまちづくりを推進する「便利で快適に過ごせるまち」であります。 

  冒頭に申し上げましたとおり、新しい総合計画に自治体としての生き残りをかけた対

応が要請される中、第５次まちづくり総合計画に掲げる土地利用構想では、新名神高速

道路の開通を見通し、域内交流・流通の機能及び災害時における地域内外の連携強化の

機能をあわせ持つ都市計画道路宇治田原山手線の整備促進に積極的に取り組むとともに、

新都市創造ゾーンとして、その整備効果を生かした土地利用を一体的に進めることとし

ています。このゾーニングに基づき、本町の土地利用及び都市計画の基本的な方針とな

る都市計画マスタープランの改定に着手いたしますとともに、これを契機に京都府とよ

り一層協調を強め、宇治田原山手線の事業着手を見据えた都市計画制度の検討を進めま

す。 

  またあわせまして、森林管理の適正化のほか、山手線を含む公共事業の開始に向けた

環境整備の観点からも、土地の境界、面積の測量を行う地籍調査を新たに進めてまいり

ます。 

  こうした取り組みを進める中、住民主体となる都市計画道路宇治田原山手線の早期完

成を求める住民会議の皆様とともに、官民一体となったオールうじたわらで整備促進を

図ってまいりたいと考えております。また、住民の利便性、安全性、快適性の確保のた

め、町道の計画的な整備を図るとともに、住民生活に密着した生活道路の整備改良を行

ってまいります。 

  私たちの先人が自然と共生することを大切にし、育み、残してくれた本町の美しい緑

に囲まれた豊かな自然環境は、みんなで守り、次代に引き継いでいかなければなりませ

ん。このため、環境保全に取り組む上で共通の環境像や理念を示す環境保全計画のもと、

その推進主体であるエコパートナーシップうじたわらの活動を支援し、持続可能な社会

づくりを進めていきます。 

  廃棄物等の発生を極力抑え、資源として循環させる社会の構築のため、各地域でのご
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みの減量化・再資源化への取り組みを支援するほか、住民の皆様に対してごみの出し方

をわかりやすく記録したハンドブックを作成、配布し、適切な分別方法の普及促進を図

ってまいります。また、ごみの収集、処理体制の充実として、清掃等作業用車両を環境

負荷の尐ない車両に転換し、町が率先して環境にやさしい事業活動を実践してまいりま

す。 

  一方、本町の公共交通としては、民間事業者が運行する路線バスのほか、路線バスが

廃止された区間を地域住民により運行するコミュニティバス、そして高齢者・障がい者

等のいわゆる交通弱者のために町が運行する福祉バスなどがあります。しかし、この間

に行った住民意識調査や住民の皆様の声を直接お聞きしたまちづくり座談会などの場で

は、公共交通の利便性向上に対する声が多く上がっています。こうした現状を踏まえ、

バス事業者が行う利用者サービス向上の取り組みへの支援とともに、住民や有識者等で

構成する委員会を設置し、本町の実情に応じた公共交通のあり方を検討し、より便利で

使いやすい生活交通ネットワークの構築を図ってまいります。 

  町が主体の住まい環境づくりとして、町外からの転入者と定住促進をつなげるため、

今年度に町内全域における空き家実態調査を行っているところですが、平成２８年度に

おいては、町内における空き家等の適正な管理や利活用、定住化促進のための対策を検

討するため、空き家所有者への意向調査を実施するほか、空き家問題に関する検討会を

立ち上げ、総合的な空き家等の対策計画の策定につなげてまいります。 

  また、住民の皆様の日々の生活を支えるライフラインとして、将来にわたり安心・安

全な飲料水の確保が不可欠でありますことから、新水源、送配水管等の新設に取り組む

とともに、水環境の保全と快適な生活環境の創出、健全な水循環の構築のため、引き続

き計画的な下水道整備を進めてまいります。 

  次に、人口流出に歯どめをかけるため、地域の歴史・文化、茶を核とした地域資源を

活用しながら、産業振興や観光交流、雇用の場の創出につなげ、多様な世代でにぎわう

まちづくりを推進する「活気にあふれる交流のまち」であります。 

  冒頭に申し上げましたとおり、人口減尐対策は本町において非常に重要な課題と捉え

ており、第５次まちづくり総合計画、まち・ひと・しごと創生総合戦略にも位置づける

中、本町への交流、移住を促し、定住そして永住につなげるための施策を展開してまい

ります。 

  これまで総合計画、総合戦略策定に向けた外部委員会等で審議をいただく中で、委員

の方々から、宇治田原町には他市町村にはない、いいところ、強みを多く持っているの
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に、そのＰＲがうまくいっていないというご意見もいただいたところです。このような

ことから、本町の強みを積極的に発信するシティプロモーションの強化を重点課題とし

て取り組むとともに、まちのマスコット「茶ッピー」の活用のほか、ふるさと納税の御

礼品の充実等により、総合的な宇治田原町の魅力の発信を図ります。 

  また、第５次まちづくり総合計画の将来像には、心安らぐぬくもりのあるまちと茶文

化に根差したおもてなしの心に基づく地域社会の醸成を目指す姿勢をあらわすとともに、

本町の地形がハートの形状に似ていることも生かし、「やすらぎ・ぬくもり・ハートの

まち」というサブコピーを打ち出しています。このハートのまちを打ち出していくこと

で、先ほど述べましたシティプロモーションを牽引する旗印とするため、大学生等の若

年層のアイデアを活用しながら、そのＰＲ方策を検討し、まち全体が優しさとぬくもり

に包まれるまちの認知度の向上に努めてまいりたいと考えております。 

  また、活気にあふれる交流のまちのためには、まず本町を訪れる方々をふやすことが

必要であるため、本町が持つおもてなし力を生かし、住んでよし、訪れてよしの観光に

よるまちづくりを推進します。観光振興計画を着実に進めるため、町内に活動の拠点を

置く団体等による観光まちづくり会議を設置し、町内の観光情報等の一元的な収集、発

信、おもてなし人材の発掘、育成に取り組んでまいります。 

  また、本町を代表するレクリエーション施設である末山・くつわ池自然公園の施設整

備を推進し、利用者へのサービス向上と安心・安全で快適な自然とのふれあい空間の充

実を図ってまいります。 

  京都府においては、宇治茶をテーマに景観維持や産業振興、文化の発信などを進める

「お茶の京都」事業を推進されており、本町の一部地域を含む日本遺産認定、京都府景

観資産登録がされる中、本町においても、これを絶好の機会と捉え、関連するソフト・

ハード両面にわたる事業を推進してまいります。 

  また、町内への定住のためには、居住地の近くに働く場があること、そして町内企業

への就業の促進が必要です。このため、町内事業者が町内在住者を正規職員として雇用

する場合の支援や中小事業者に対する信用保証料、融資利子に係る補給金支援、工業団

地等に立地、操業する企業に対する支援を引き続き実施するとともに、地域資源を活用

した新商品、新サービスの開発等への支援については、新たに大都市圏で開催する展示

会、商談会での合同出展等に対する支援を開始し、町内事業者の経営安定化と競争力向

上と合わせた宇治田原ブランドの内外への発信を促進してまいります。 

  農林業を取り巻く環境には依然厳しいものがありますが、農林業者の経営改善及び共
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同化等を推進し、農林業の生産性の向上及び近代化を促進してまいります。また、有害

鳥獣対策については、狩猟免許取得等への支援のほか、野猿等による被害調査、追い払

い等の実施により、総合的かつ効果的な対策を図ってまいります。 

  日本緑茶発祥の地としての歴史や宇治茶ブランドを支える一大産地としての宇治田原

町を町内外に広く発信していくため、高級茶の生産には欠かせない茶園被覆棚に対する

支援や既存集団茶園の再造成などにより、地場産業のさらなる振興を図ってまいります。 

  次に、子どもを生み育てる環境と教育環境の充実をはじめ、人間性豊かな成長や暮ら

しの充実を図るとともに、共生の心を育むまちづくりを推進する「子育てと学びを応援

するまち」であります。 

  全国的に尐子化が進む中、本町における地域創生、人口減尐対策の取り組みにおいて

は、出生率を向上するための施策展開が必須であります。このため、冒頭に申し上げま

した総合計画、総合戦略それぞれに共通し掲げるうじたわらっ子育み戦略では、出産や

子育てに関する不安を解消するための切れ目のない支援や負担軽減への取り組みと特徴

のある教育プログラムの実施により子どもの可能性を伸ばす環境づくりを、その展開方

針に上げております。 

  子どもはまちの未来であるという子ども・子育て支援事業計画の基本理念に基づき、

子育てしやすいまちを目指し、尐子化対策事業を企画立案するため、庁内の尐子化対策

プロジェクトチームと関係機関、団体とが連携した尐子化対策事業を推進いたします。 

  まず、出会いの機会を積極的に提供する婚活支援事業の継続のほか、結婚、子育てを

楽しく幸せなものと感じる前向きな意識づくりを行うための交流の場や啓発を行ってま

いります。あわせて、町が主催する出産・子育てイベントへの参加率向上の取り組み等

により、地域子育て支援センターを核とした、子育て家庭への総合的な育児支援につな

げてまいります。また、三世代同居率が府内でも高いという本町の特性に合わせ、新た

にいきいき孫育て事業として、講座、講習会、交流事業を開催し、地域のおじいちゃん

おばあちゃんに子育ての強力なサポーターとなっていただくよう取り組んでまいります。 

  次に、子育ての負担軽減に関する支援の充実といたしまして、新たにおむつ等の育児

用品の購入費用への支援を開始しますとともに、中学校修了までの児童を対象とする子

育て支援医療費について、引き続き町独自に、府制度を上回る自己負担額への支援を行

います。 

  また、保護者の仕事と子育てとの両立のため、待機児童ゼロの継続を基本として引き

続き町立保育所での保育を充実し、あわせて町独自に保育料の軽減を行いますとともに、
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新たに近隣市町と連携しつつ、病児・病後児保育を開始します。 

  さらに、保育所、小学校を通じたうじたわらっ子の育成のため、保育所において就学

後の授業にスムーズに移行していただくための教室を新たに開設するほか、小学校就学

後の学童保育を行う放課後児童健全育成施設につきましては、保護者送迎の負担を軽減

するため早朝開設時間を拡充するなど、本町だからこそできる保育を推進してまいりま

す。 

  総合計画、総合戦略策定の中でいただいたご意見や明らかとなった課題を踏まえ、ま

ちづくり戦略に掲げる特徴のある教育プログラムの推進に向け、より一層、質の高い教

育の充実に努めることが必要です。このため、本町ならではの特色のある教育の一つと

して、新たに町内在住の教職員退職者や有識者、学生等の指導による本町独自のうじた

わら学び塾を設置し、地域ぐるみでの学びに取り組みますとともに、引き続き英語教育

の推進など特色のある学校教育を進めます。 

  また、学力向上のための指導計画、授業の改善については、各種学力診断テストの実

施結果から現状の課題を見出し、児童・生徒一人一人の習熟度に合わせたきめ細かい学

習指導を実施します。さらに、義務教育９年間での育てたい子ども像の実現を目指して、

引き続き小学校と中学校の教育連携を推進し、学園構想やその学校運営、組織体制と合

わせた協議・検討を進め、実質的に成果の出る小中一貫教育の充実となるよう取り組ん

でまいります。 

  また、本町に生まれ育った子どもたちが、まちへの愛着と郷土愛を育み、誇りを持ち

続けていただくため、本町の特産品であるお茶をはじめとする町の伝統文化や産業等に

関する学習を系統的に実施してまいります。 

  引き続き子どもの通学手段の確保と支援、各種学校行事等への費用負担や経済的な支

援が必要な家庭への支援制度を適切に実施するほか、安心・安全な給食の提供と食育の

推進により、子どもの健全な教育環境を整えます。なお、町制施行６０周年に合わせ、

本年は、住民の皆様とともに考えた学校教育を、児童とそのご家族に提供する取り組み

を行います。 

  生涯学習については、体系を再構築する中、連携・ネットワークを強化し、住民一人

一人が必要となる学習活動をみずから選んでいただき、生涯を通じて学習できるよう多

様な情報提供に努めるとともに、生涯学習講座グリーンライフカレッジ事業をはじめと

する学習機会の提供を進めます。 

  また、本町の生涯学習活動の中核となる総合文化センターと図書館は、平成２８年度
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に開館２０周年を迎えることから、記念事業を開催し、今後も住民の皆様に親しまれる

施設として位置づけてまいります。また、図書館においては、新たに保健センターと連

携し、乳幼児期から本に親しむ取り組みを開始し、親子のふれあいと子どもの健やかな

成長、そして生涯を通じた読書活動につなげてまいります。 

  以上、第５次まちづくり総合計画に掲げるこれら４つのまちづくりの目標に加えまし

て、まちづくりの目標を推進するに当たって共通する２つの行政の基本姿勢に基づき、

町が地域課題に責任を持ち、さまざまな施策を積極的に実施してまいりたいと考えてい

ます。 

  また、総合計画、総合戦略の進行管理にあっては、庁内の関係各課が密接な連携を図

りつつ、進捗状況や成果の評価を行うことが必要と考えており、４つのまちづくりの目

標に掲げる各施策につきましては、進捗状況や成果を明らかにする的確な事務事業の評

価を実施し、計画と予算の有機的な関連づけを行ってまいります。 

  なお、まちづくり戦略については、外部有識者や地域住民による計画の評価、点検を

行う体制を整え、施策の着実な実施に努めてまいりたいと考えます。 

  最後に、本議会にご提案させていただいておりますとおり、新たな総合計画策定とい

う時代背景に応じた、本町における総合計画の位置づけを明らかにし、その施策と推進

について定める町まちづくり総合計画推進条例を新たに制定することとしております。

この条例の中では、新たな総合計画の基本構想・基本計画に位置づける「住民と町が協

力しながら、ともに歩んでいく」、また「町が地域課題に対して責任を持ち、主体的に

公的な活動を行うことを前提としつつ、地域での自主的なつながりと活動を尊重し、ま

た協力して対応していくパートナーシップの構築」という考え方をその条文にうたって

おります。 

  今後は、本条例に基づき総合計画を推進する中、住民も行政も心を一つに、誰からも

「好きやねん うじたわら」と言われるまちづくりを進め、また、「未来に希望と責任

を持てる、茶文化のまちうじたわら」を、住民の皆様とのきずなでつくり上げてまいり

たいと考えております。 

  これまで申し述べました諸施策・諸事業を推進するためには、行政だけの力で完遂す

ることはできず、議員各位をはじめ、住民の皆様方、本町にかかわる全ての方々のご協

力が不可欠であると考えています。私は、その先頭に立って誠心誠意努力してまいる所

存でありますので、どうか今後の本町のまちづくりの推進に、なお一層のご理解とご支

援を賜りますようお願いを申し上げまして、私の施政方針とさせていただきます。 
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  なお、ただいま申し上げました施策の実現のために、今回ご提案申し上げます部制を

導入し、各課の意思疎通を図るとともにさまざまな行政課題に迅速、柔軟、的確に対応

する組織機構改革を行ってまいりたいと考えておりますので、どうぞよろしくお願いを

申し上げます。 

  本日ご提案させていただきます議案は、平成２８年度一般会計当初予算案をはじめと

する予算関係１２件、条例関係１８件、一般議案２件、人事関係１件の合わせまして

３３件でございます。 

  それぞれの議案につきましては、後ほど提案説明をさせていただきますが、どうかよ

ろしくご審議をいただきまして、ご可決、ご同意賜りますようよろしくお願いを申し上

げまして、開会に当たりましてのご挨拶とさせていただきます。どうぞよろしくお願い

を申し上げます。 

────────────────────────────────────────── 

◎議案第３３号の上程、説明 

○議長（田中 修） 日程第４、議案第３３号、人権擁護委員候補者の推薦についてを議

題といたします。 

  提出者より提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（西谷信夫） それでは、議案第３３号につきまして、ご説明申し上げます。 

  議案第３３号、人権擁護委員候補者の推薦につきましては、現委員の潮見博司氏及び

矢野登代子氏の任期がいずれも本年３月３１日をもって満了となることから、法務大臣

に両氏を再度推薦いたしたく、人権擁護委員法第６条第３項の規定により議会の同意を

求めるものでございます。 

  潮見氏におかれては、平成１２年１０月から現在まで５期委員を務められ、長年の活

動実績を生かして本町の人権擁護委員活動の推進に中心的な役割を果たされてきました。 

  また、矢野氏は、平成２５年４月から現在まで１期委員を務められ、民生委員・児童

委員として活躍された経験をもとに、本町の人権擁護委員活動の活性化に貢献されまし

た。 

  両氏とも、今日の多種多様な人権問題について深い理解と認識をお持ちであり、地域

の実情にも明るく、今後も人権擁護委員としての積極的な取り組みが期待できることか

ら、最適任者として推薦していただきたいと考えております。 

  以上、よろしくご審議賜り、ご同意いただきますようお願い申し上げます。 

  以上でございます。 
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○議長（田中 修） 提案理由の説明が終わりました。 

  ここで暫時休憩をいたします。 

  直ちに全員協議会を開催いたしますので、ただいま議題となっております議案第

３３号の議案書を持参の上、委員会室にご参集をお願いいたします。 

休  憩   午前１０時５５分 

再  開   午前１１時４０分 

○議長（田中 修） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

  ただいま議題となっております議案第３３号につきましては、本日は説明にとどめ、

質疑は次回といたしたいと思います。これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 異議なしと認めます。よって、質疑は次回とすることに決しました。 

────────────────────────────────────────── 

◎議案第１号～議案第６号、議案第１３号～議案第１５号、議案第

１８号～議案第２４号、議案第２６号、議案第２７号、議案第２９号

～議案第３１号の一括上程、説明、質疑 

○議長（田中 修） 会議規則第３７条により、日程第５から日程第２５まで、議案第

１号から議案第６号、議案第１３号から議案第１５号、議案第１８号から議案第２４号、

議案第２６号及び議案第２７号並びに議案第２９号から議案第３１号の２１議案を一括

議題といたします。 

  提出者より提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（西谷信夫） それでは、議案第１号から第６号まで、議案第１３号から第１５号、

議案第１８号から第２４号、議案第２６号から第２７号及び議案第２９号から第３１号

までの２１議案につきまして、ご説明申し上げます。 

  議案第１号、平成２７年度宇治田原町一般会計補正予算（第５号）につきましては、

 国において一億総活躍社会の実現に向けた緊急対応として、「希望を生み出す強い経

済」を実現するため、また、「子育て支援」や「安心につながる社会保障」も含め

「新・三本の矢」の取り組みに貢献するため、新たに創設された地方創生加速化交付金

を活用した諸事業に要する経費を追加するとともに、各種事業の決算見込みなどに伴い

補正するもので、補正額は２億２０８万６，０００円を追加し、補正後の予算総額を

４６億２，５０７万６，０００円とするものでございます。 

  まず、「第１表 歳入歳出予算補正」の歳入につきまして、主なものを申し上げます。 
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  町税では、町民税３，０９７万５，０００円、固定資産税１，６５２万６，０００円

を追加するなど、合計で５，０６３万６，０００円を追加しております。 

  配当割交付金では、４９０万円を追加しております。 

  株式等譲渡所得割交付金では、７６０万円を追加しております。 

  地方消費税交付金では、６７０万円を追加しております。 

  地方交付税では、普通交付税３，１７６万６，０００円を追加しております。 

  分担金及び負担金では、土地改良事業分担金を追加するなど、合計で６５９万

６，０００円を追加しております。 

  国庫支出金では、地方公共団体情報セキュリティ強化対策費補助金５７５万円、地方

創生加速化交付金４，９１５万９，０００円、年金生活者等支援臨時福祉給付金事業費

補助金２，７９０万円などを追加するとともに、障がい者自立支援給付費等負担金

５０５万２，０００円、児童手当負担金４２０万円などを減額し、合計で７，０９８万

４，０００円を追加しております。 

  府支出金では、重度訪問介護利用促進事業費補助金５１０万１，０００円などを追加

するとともに、障がい者自立支援給付費等負担金３１０万９，０００円、被災者住宅等

再建支援事業補助金１６９万９，０００円、避難施設等緊急時電力確保促進事業補助金

１５３万２，０００円などを減額し、合計で１，１５４万９，０００円を減額しており

ます。 

  財産収入では、町有地売払収入１１３万１，０００円、町有林樹木伐採売払収入

５０万円を追加するなど、合計で１５８万６，０００円を追加しております。 

  寄附金では、ふるさと応援寄附金５９万円、社会福祉寄附金２０万円を追加するとと

もに、公共施設整備寄附金８６万７，０００円を減額し、合計で７万７，０００円を減

額しております。 

  繰入金では、公共施設整備基金繰入金３，６１５万５，０００円、地域づくり振興基

金繰入金３，５２０万円などを減額し、合計で７，２１１万７，０００円を減額してお

ります。 

  繰越金では、前年度繰越金１億１３４万円を追加しております。 

  諸収入では、京都府後期高齢者医療広域連合分賦金返還金２５６万２，０００円など

を追加するとともに、退職消防団員報償金３９４万４，０００円などを減額し、合計で

９９万６，０００円を追加しております。 

  町債では、臨時財政対策債８５５万６，０００円、情報セキュリティ強化対策事業債
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５７０万円を追加するとともに、道路橋梁改良舗装事業債６２０万円、河川改修事業債

５３０万円を減額し、合計で２７５万６，０００円を追加しております。 

  次に、歳出につきまして、その主なものをご説明申し上げます。 

  総務費では、国の補助金を活用し、情報セキュリティ対策の抜本的強化を図る情報セ

キュリティ強化対策事業費１，３６８万７，０００円、公共施設整備基金積立

６，２７６万４，０００円、財政調整基金積立８，０００万円、庁舎建設基金積立

５，０００万円、国の交付金を活用し、生活交通ネットワーク構築事業費５４４万

５，０００円を追加するともに、決算見込みに伴う補正として、新庁舎建設計画事業費

３４８万円、被災者住宅等再建支援事業費２５５万円などを減額し、合計で２億

４４４万７，０００円を追加しております。 

  民生費では、国の補助金を活用し、年金生活者等支援臨時福祉給付金事業費

３，１８７万２，０００円、子ども・子育て支援新制度電子システム改修事業費

２００万円を追加するとともに、決算見込みに伴う補正として、障がい者自立支援給付

等事業費７１４万４，０００円、臨時福祉給付金事業費３５６万９，０００円、介護保

険特別会計繰出金１，１２９万８，０００円、児童手当支給事業費５０１万

５，０００円、保育所運営費３９０万４，０００円などを減額し、合計で２０万

２，０００円を減額しております。 

  衛生費では、決算見込みに伴う補正として、各種予防接種等対策事業費６５６万

１，０００円、ソーラー・ＬＥＤ街路灯整備事業費１５３万２，０００円などを減額し、

合計で１，２１５万１，０００円を減額しております。 

  労働費では、決算見込みに伴う補正として、雇用対策事業費２３３万円を減額してお

ります。 

  農林水産業費では、国の交付金を活用し、日本緑茶発祥のまち魅力発信加速化事業費

８７１万７，０００円を追加するともに、決算見込みに伴う補正として、大福茶園再造

成事業費７０５万円を追加しているほか、ふるさとの森林整備推進事業費１４６万

６，０００円などを減額し、合計で１，１７６万３，０００円を追加しております。 

  商工費では、国の交付金を活用し、宇治田原ブランド育成加速化事業費１，０００万

円、「お茶の京都」交流拠点整備等加速化事業費８６０万円、末山・くつわ池自然公園

整備加速化事業費１，１２９万円を追加するなど、合計で３，６２０万９，０００円を

追加しております。 

  土木費では、国の交付金を活用し、空き家等対策事業費１６６万４，０００円を追加
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するとともに、決算見込みに伴う補正として、道路施設修繕事業費３００万円、公共下

水道事業特別会計繰出金１，７４６万５，０００円などを減額し、合計で２，３５２万

８，０００円を減額しております。 

  消防費では、決算見込みに伴う補正として、消防事務委託費４４５万１，０００円な

どを追加するとともに、団員報酬等及び支部活動補助金２９０万６，０００円などを減

額し、合計で７万４，０００円を追加しております。 

  教育費では、国の交付金を活用し、「うじたわら学び塾」運営事業費１５０万円を追

加するとともに、決算見込みに伴う補正として、幼稚園教育振興事業費１９２万

８，０００円などを減額し、合計で９４４万円を減額しております。 

  公債費では、決算見込みに伴う補正として、長期債利子償還金１８９万５，０００円

などを減額し、合計で２５６万８，０００円を減額しています。 

  次に、「第２表 繰越明許費」につきましては、「お茶の京都」交流拠点整備等加速

化事業費をはじめ、末山・くつわ池自然公園整備加速化事業費など、国において一億総

活躍社会の実現に向けた緊急対応として創設された地方創生加速化交付金事業等に対応

するものであることから、所要額を翌年度へ繰り越すものでございます。 

  宇治田原山手線整備事業費につきましては、用地買収に係る地権者交渉に不測の期間

を要したことから、年度内の用地買収の完了が困難となり、所要額を翌年度へ繰り越す

ものでございます。 

  町道新設改良事業費及び道路施設長寿命化修繕事業費につきましては、本年度内の事

業完了が困難であることから、所要額を翌年度へ繰り越すものでございます。 

  次に、「第３表 地方債補正」につきましては、国の緊急対策に基づく地方債を活用

するため、情報セキュリティ強化対策事業債の限度額を定めるとともに、道路橋梁改良

舗装事業債及び河川改修事業債について、工事完了に伴う事業費確定等により、起債対

象額が減額したため、既定の限度額を減額するものでございます。 

  続きまして、議案第２号、平成２７年度宇治田原町国民健康保険特別会計（事業勘

定）補正予算（第４号）につきましては、補助金並びに拠出金等の確定及び執行済み事

業等に係る予算額の精査を行った結果、２５６万５，０００円を追加し、補正後の予算

総額を１４億５，０６４万８，０００円とするものでございます。 

  歳入では、府支出金６万３，０００円、共同事業交付金１，９６９万４，０００円、

諸収入１５０万円を追加するとともに、国庫支出金６０８万７，０００円、療養給付費

等交付金１，１２７万５，０００円、繰入金１３３万円を減額し、歳出では保険給付費
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８０５万３，０００円を追加するとともに、総務費６２万９，０００円、共同事業拠出

金３８８万３，０００円、保健事業費９７万６，０００円を減額しております。 

  続きまして、議案第３号、平成２７年度宇治田原町後期高齢者医療特別会計補正予算

（第１号）につきましては、後期高齢者医療保険料の調定額の増加及び基盤安定負担金

の確定等により２１８万７，０００円を追加し、補正後の予算総額を９，３７５万

４，０００円とするものでございます。 

  歳入では、後期高齢者医療保険料１７０万６，０００円、繰越金９５万４，０００円

を追加するとともに、使用料及び手数料８，０００円、繰入金１４万１，０００円、諸

収入３２万４，０００円を減額し、歳出では、後期高齢者医療広域連合納付金２８９万

７，０００円を追加するとともに、保健事業費５７万７，０００円、諸支出金１３万

３，０００円を減額しております。 

  続きまして、議案第４号、平成２７年度宇治田原町介護保険特別会計補正予算（第

４号）につきましては、保険給付費の決算見込みなどに伴い補正を行うものでございま

す。 

  まず、保険事業勘定では、補正額は７，５５６万６，０００円を減額し、補正後の予

算総額を７億５，７２３万２，０００円とするものでございます。 

  歳入では、保険料６３０万２，０００円を追加し、国庫支出金２，０８２万

８，０００円、支払基金交付金２，９８１万３，０００円、府支出金１，６１１万

６，０００円、繰入金１，５１１万５，０００円などを減額しております。 

  歳出では、基金積立金１万３，０００円を追加し、総務費５０９万円、保険給付費

７，０２９万７，０００円、地域支援事業費１９万２，０００円を減額しております。 

  次に、介護サービス事業勘定では、事業費の決算見込みに伴い補正額は４４万

７，０００円を減額し、補正後の予算総額を４５２万９，０００円とするものでござい

ます。 

  続きまして、議案第５号、平成２７年度宇治田原町公共下水道事業特別会計補正予算

（第２号）につきましては、各種事業の決算見込に伴い補正するもので、補正額は

２，７９３万７，０００円を減額し、補正後の予算総額を７億７，８９７万

８，０００円とするものでございます。 

  まず、「第１表 歳入歳出予算補正」につきましては、歳入では、分担金及び負担金

３３４万円、使用料及び手数料１３４万３，０００円、繰越金６２７万６，０００円な

どを追加するとともに、繰入金１，７４６万５，０００円、町債２，３４０万円を減額
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し、歳出では、総務費６６９万６，０００円、公共下水道事業費１，２５５万円、浄化

槽整備推進事業費４４８万円、公債費４２１万１，０００円をそれぞれ減額しておりま

す。 

  次に、「第２表 地方債補正」につきましては、公共下水道事業債などについて、事

業費の決算見込から起債対象額が減額したため、既定の限度額を減額するものでござい

ます。 

  続きまして、議案第６号、平成２７年度宇治田原町水道事業会計補正予算（第２号）

につきましては、決算見込に伴い補正するものでございます。 

  まず、収益的収入及び支出につきましては、水道事業収益で４６６万８，０００円を

減額し、補正後の予算総額を３億１２２万３，０００円に、水道事業費用で８９１万

６，０００円を減額し、補正後の予算額を２億８，５１５万２，０００円とするもので

ございます。 

  水道事業収益では、営業外収益で他会計負担金２３万６，０００円及び消費税還付金

４４３万２，０００円を減額しております。 

  水道事業費用では、営業費用で原水及び浄水費９０８万８，０００円、配水及び給水

費３５６万７，０００円、総係費４８４万円を減額するとともに、資産減耗費３９万

９，０００円を追加し、営業外費用で消費税８１８万円を追加しております。 

  次に、資本的収入及び支出につきましては、資本的収入で３１５万円を減額し、補正

後の予算総額を３，５６４万１，０００円に、資本的支出で１，９４６万４，０００円

を減額し、補正後の予算総額を２億５，８１１万２，０００円とするものでございます。 

  資本的収入では、企業債２７０万円などを減額しております。 

  資本的支出では、建設改良費で配水設備改良費７８９万４，０００円、拡張事業費

１，１７０万円の減額などをしております。 

  続きまして、議案第１３号、行政組織の改正に伴う関係条例の整備に関する条例を制

定するにつきましては、平成２８年４月１日に組織の改正を行い、新たに「部」制を導

入することから、宇治田原町組織条例の全部を改正するとともに、事務分掌の変更等に

より課名を変更するため、課の名称を掲げる関係条例等の整備を行うものでございます。 

  主な内容は、新たに町長部局に総務部、健康福祉部、建設事業部を設置するとともに、

関係条例において部名の追加並びに課名の変更を行うものでございます。 

  引き続きまして、議案第１４号、宇治田原町行政不服審査会条例を制定するにつきま

しては、行政不服審査法の改正に伴い、不服申し立てを諮問する第三者機関として設置
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が義務づけられます宇治田原町行政不服審査会を設置するため、必要な事項を定めるも

のでございます。 

  続きまして、議案第１５号、行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整備に関する条

例を制定するにつきましては、行政不服審査法の改正に伴い、不服審査に係る手続を規

定するため、必要な関係条例を整備するものでございます。 

  続きまして、議案第１８号、宇治田原町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例

の一部を改正する条例を制定するにつきましては、地方公務員法及び地方独立行政法人

法の一部を改正する法律が、平成２８年４月１日から施行されることに伴い、人事行政

の運営等の状況の公表事項について追加等を行うものでございます。 

  主な改正内容は、人事評価の状況、休業に関する状況、退職管理の状況を追加するも

のでございます。 

  続きまして、議案第１９号、職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び宇治田原町職

員の旅費に関する条例の一部を改正する条例を制定するにつきましては、地方公務員法

及び地方独立行政法人法の一部を改正する法律が、平成２８年４月１日から施行される

ことに伴い、所要の改正を行うものでございます。 

  続きまして、議案第２０号、宇治田原町議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補

償等に関する条例の一部を改正する条例を制定するにつきましては、地方公務員災害補

償法施行令の一部改正に伴い、年金たる補償のうち、傷病補償年金と同一の事由により

厚生年金保険法による障害厚生年金等が併給される場合の調整率及び地方公務員災害補

償法による休業補償と同一の理由により厚生年金保険法による障害厚生年金等が併給さ

れる場合の調整率を、０．８６から０．８８に改正するものでございます。 

  続きまして、議案第２１号、宇治田原町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正す

る条例を制定するにつきましては、議案第２０号と同様に、非常勤消防団員等に係る損

害補償の基準を定める政令の一部改正に伴い、傷病補償年金並びに休業補償の調整率に

ついてそれぞれ改正するとともに、行政不服審査法の改正に伴い、所要の改正を行うも

のでございます。 

  続きまして、議案第２２号、宇治田原町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関す

る条例の一部を改正する条例を制定するにつきましては、平成２７年８月６日の人事院

勧告に基づき、特別職の職員の給与に関する法律の一部を改正する法律が平成２８年

１月２６日に公布され、同日から施行されたことに伴い、これに準じて所要の改正を行

うものでございます。 
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  改正内容は、議員の期末手当を現行の３．１０月から３．１５月、プラス０．０５月

に改めるものでございます。 

  続きまして、議案第２３号、宇治田原町職員の給与に関する条例及び特別職の職員で

常勤のものの給与に関する条例の一部を改正する条例を制定するにつきましては、平成

２７年８月６日の人事院勧告に基づき、一般職の職員の給与に関する法律等の一部を改

正する法律及び特別職の職員の給与に関する法律の一部を改正する法律が平成２８年

１月２６日に公布され、同日から施行されたこと及び４月１日の組織改正に伴う所要の

改正等を行うものでございます。 

  改正内容は、給料表について平均１．３％を引下げ、２年間の現給保障を実施すると

ともに、５５歳以上の給与等１．５％減額及び管理職員の昇給抑制の廃止、４級職員の

期末勤勉手当に係る役職加算の引き上げ、期末勤勉手当の支給月数を現行の４．１０月

から４．２０月、プラス０．１０月に改め、町長、副町長及び教育長の期末手当を現行

の３．１０月から３．１５月、プラス０．０５月に改めるものでございます。 

  また、部制の導入による標準的職務区分表の見直しと行政不服審査法の改正に伴う文

言の改正等を行うものでございます。 

  続きまして、議案第２４号、宇治田原町税条例の一部を改正する条例を制定するにつ

きましては、地方税分野における個人番号利用手続の一部見直しがあったこと、また、

行政不服審査法の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律及び同法第４０条により改

正された地方税法の一部改正が平成２８年４月１日に施行されることに伴い、本条例に

おいて所要の改正を行うものでございます。 

  続きまして、議案第２６号、宇治田原町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備

及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例を制定するにつきましては、

地域における医療及び介護の総合的な確保を推進するための関係法律の整備等に関する

法律が平成２８年４月１日から施行されることに伴い、所要の改正を行うものでござい

ます。 

  主な改正内容は、地域密着型サービスへの小規模な通所介護事業所が、地域密着型通

所介護として移行する改正を行うものでございます。 

  続きまして、議案第２７号、宇治田原町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人

員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果

的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例を制定するにつきまし

ては、議案第２６号と同様に、地域における医療及び介護の総合的な確保を推進するた
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めの関係法律の整備等に関する法律が施行されることに伴い、所要の改正を行うもので

ございます。 

  続きまして、議案第２９号、宇治田原町ともに創るまちづくり推進条例を廃止する条

例を制定するにつきましては、現第４次まちづくり総合計画の期間のおおむね中間年と

なる平成２２年に制定しました宇治田原町ともに創るまちづくり推進条例については、

第４次まちづくり総合計画の推進姿勢や理念をあらわしたものですが、今般の第５次ま

ちづくり総合計画の策定に当たっては、地方創生などの新たな時代背景にあって、町が

地域課題に対して責任を持ち、主体的に公的な活動を行うことを前提としつつ、地域で

の自主的なつながりと活動を尊重し、また協力して対応していくパートナーシップの構

築といった考え方を基本構想・基本計画に位置づけるとともに、議案第１６号にて提案

させていただいております、まちづくり総合計画推進条例の中にその理念等をうたうこ

ととしたため、当該条例の制定と第５次まちづくり総合計画の開始に合わせて本条例を

廃止するものでございます。 

  続きまして、議案第３０号、宇治田原町診療所の設置及び管理に関する条例を廃止す

る条例を制定するにつきましては、宇治田原町内における公設民営診療所の廃止に伴い、

宇治田原町診療所の設置及び管理に関する条例を廃止するものでございます。 

  続きまして、議案第３１号、町道路線の認定変更につきましては、平成２５年９月の

定例会におきまして道路認定をいただきました宇治田原山手線について、終点の変更を

行うものでございます。 

  道路認定をいただいた時点におきまして、宇治田原山手線の終点は、大津市との境界

である大字禅定寺小字高尾６番１地先といたしておりましたが、その後の現地における

境界確定作業の進捗によりまして、当該地点の位置が高速道路をまたぐ橋梁の中途に当

たる箇所であることが判明してきたところでございます。市町界に位置することとなる

橋梁の管理につきましては、供用後の利用者の安全配慮から、共同で管理する方向で大

津市と協議を進めており、そのためお互いに市町界を越えて道路認定することとなりま

すことから、宇治田原山手線の終点を大津市大石小田原町字青木ケ谷３８０番地先とす

る路線認定変更をするものでございます。 

  なお、大津市との重複管理方法につきましては、橋梁の詳細設計等が明確となった時

点におきましてご相談させていただきたいと考えておりますのでよろしくお願いを申し

上げます。 

  以上、よろしくご審議賜り、ご可決いただきますようお願い申し上げます。 
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  以上でございます。 

○議長（田中 修） 提案理由の説明が終わりましたので、各議案に対する質疑を行いま

す。 

  議案第１号に対する質疑を行います。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 議案第１号に対する質疑を終わります。 

  議案第２号に対する質疑を行います。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 議案第２号に対する質疑を終わります。 

  議案第３号に対する質疑を行います。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 議案第３号に対する質疑を終わります。 

  議案第４号に対する質疑を行います。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 議案第４号に対する質疑を終わります。 

  議案第５号に対する質疑を行います。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 議案第５号に対する質疑を終わります。 

  議案第６号に対する質疑を行います。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 議案第６号に対する質疑を終わります。 

  議案第１３号に対する質疑を行います。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 議案第１３号に対する質疑を終わります。 

  議案第１４号に対する質疑を行います。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 議案第１４号に対する質疑を終わります。 

  議案第１５号に対する質疑を行います。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 議案第１５号に対する質疑を終わります。 

  議案第１８号に対する質疑を行います。ございませんか。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 議案第１８号に対する質疑を終わります。 

  議案第１９号に対する質疑を行います。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 議案第１９号に対する質疑を終わります。 

  議案第２０号に対する質疑を行います。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 議案第２０号に対する質疑を終わります。 

  議案第２１号に対する質疑を行います。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 議案第２１号に対する質疑を終わります。 

  議案第２２号に対する質疑を行います。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 議案第２２号に対する質疑を終わります。 

  議案第２３号に対する質疑を行います。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 議案第２３号に対する質疑を終わります。 

  議案第２４号に対する質疑を行います。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 議案第２４号に対する質疑を終わります。 

  議案第２６号に対する質疑を行います。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 議案第２６号に対する質疑を終わります。 

  議案第２７号に対する質疑を行います。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 議案第２７号に対する質疑を終わります。 

  議案第２９号に対する質疑を行います。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 議案第２９号に対する質疑を終わります。 

  議案第３０号に対する質疑を行います。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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○議長（田中 修） 議案第３０号に対する質疑を終わります。 

  議案第３１号に対する質疑を行います。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 議案第３１号に対する質疑を終わります。 

  以上で、各議案に対する質疑を終わります。 

  お諮りいたします。ただいま議題となっております議案第１３号から議案第１５号、

議案第１８号から議案第２１号、議案第２４号及び議案第２９号並びに議案第３１号の

合計１０議案は、総務産業常任委員会に、議案第２６号及び議案第２７号並びに議案第

３０号の３議案は、文教厚生常任委員会に、また議案第１号から議案第６号及び議案第

２２号並びに議案第２３号の８議案は、補正予算特別委員会に、それぞれ付託すること

にいたしたいと思います。これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 異議なしと認め、ただいま申しましたとおり、２１議案につきまし

ては、総務産業常任委員会、文教厚生常任委員会、補正予算特別委員会に付託すること

に決定いたします。 

────────────────────────────────────────── 

◎議案第７号～議案第１２号、議案第１６号、議案第１７号、議案第

２５号～議案第２８号並びに議案第３２号の一括上程、説明、質疑 

○議長（田中 修） 会議規則第３７条により、日程第２６から日程第３６まで、議案第

７号から議案第１２号、議案第１６号、議案第１７号、議案第２５号及び議案第２８号

並びに議案第３２号の１１議案を一括議題といたします。 

  提出者より提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（西谷信夫） それでは、議案第７号から第１２号まで、議案第１６号から第

１７号まで、議案第２５号、議案第２８号及び議案第３２号の１１議案につきまして、

ご説明申し上げます。 

  議案第７号、平成２８年度宇治田原町一般会計予算につきましては、第５次まちづく

り総合計画に掲げる将来像である「人がつながる未来につながるお茶のふるさと宇治田

原」の実現を目指して、特に本総合計画におけるまちづくり戦略及び地域創生総合戦略

に該当する事業に対して、積極かつ重点的に予算配分を行い、前年対比２．９％増、金

額にして１億２，３００万円増の予算総額４４億５００万円の新年度予算を編成したと

ころであります。 
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  まず、「第１表 歳入歳出予算」ですが、歳入につきましては、平成２８年度地方財

政計画に見込まれている数値や前年度の収入見込み額等をもとに、適正な歳入見積額の

算定に努め、収支の均衡を図り予算を計上しております。 

  町税は、前年度収入見込み額や今後の景気動向等を配慮し、２．１％増の１５億

５，０５６万２，０００円を計上しております。 

  地方譲与税は、地方揮発油譲与税及び自動車重量譲与税を合わせたものであり、前年

度収入見込み額及び地方財政計画をもとに算定し、全体で４，０８０万円を計上してお

ります。 

  地方消費税交付金などの各種交付金は、前年度収入見込み額及び地方財政計画をもと

に算定し、合計で１０．８％増の２億６，１９０万円を計上しております。 

  地方交付税につきましては、国の地方財政計画において、総額でマイナス０．１％の

減額が示されているところであり、また、普通交付税を算定する上での基準財政需要額

の減を考慮し、普通交付税は、マイナス２．５％減の７億８，０００万円で計上すると

ともに、特別交付税は前年度同額の１億２，０００万円を見込み、地方交付税全体とし

てはマイナス２．２％減の９億円を計上しております。 

  分担金及び負担金は、土地改良事業分担金の増などにより、１９．８％増の

４，８３０万円を計上しております。 

  使用料及び手数料は、道路占用料や戸籍手数料、町営住宅や住民体育館等の施設使用

料などであり、前年度収入見込み額等をもとに算定し、マイナス２．６％減の

４，４０２万７，０００円を計上しております。 

  国庫支出金では、防災・安全交付金の減などにより、マイナス１１．６％減の３億

８，３９３万４，０００円を計上しております。 

  府支出金では、地域医療介護総合確保基金事業補助金の増により、６３．３％増の

４億５，６６４万６，０００円を計上しております。 

  財産収入では、各種基金の運用利子などであり、前年度収入見込み額等をもとに算定

し、マイナス８．５％減の７８２万１，０００円を計上しております。 

  寄附金では、公共施設整備寄附金などであり、前年度同額の１００万２，０００円を

計上しております。 

  繰入金では、歳入不足を補うための財政調整基金繰入金２億２，０００万円を計上す

るとともに、事業の特定財源として、地域づくり振興基金繰入金４，２９０万円、公共

施設整備基金繰入金３，２６０万円、地域福祉振興基金繰入金２１７万円等を計上し、
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繰入金全体では６．４％増の２億９，９７３万８，０００円を計上しております。 

  繰越金では、決算剰余金が生じた場合、翌年度の財源として繰り越すものとして、

１，０００万円を計上しております。 

  諸収入は、前年度収入見込み額等をもとに算定し、１２．４％増の４，５３７万円を

計上しております。 

  町債は、地方交付税の代替措置として発行する臨時財政対策債をマイナス４．４％減

の２億１，７００万円計上しております。 

  また、道路橋梁改良舗装事業債などの建設事業債は、マイナス３８．７％減の１億

２，１５０万円を計上し、町債全体ではマイナス１６．６％減の３億５，４９０万円を

計上しております。 

  次に、歳出ですが、議会費では、議員報酬や議会の活動に要する経費など

８，６５３万２，０００円を計上しております。 

  総務費では、総務管理費、徴税費、戸籍住民基本台帳費、選挙費、統計調査費、監査

委員費の６項目で、５億８，２２９万円を計上しております。 

  総務管理費では、４億４，９５０万円を計上しております。経費の内容といたしまし

ては、町制施行６０周年を迎えるに当たり、記念式典を開催する経費を計上するととも

に、人権政策や男女共同参画の推進、国際交流事業や平和推進啓発事業、職員研修やＩ

Ｔ化の推進、社会保障・税番号制度導入に要する経費などを計上しております。 

  また、将来を展望した施設のあり方やまちづくりも踏まえつつ、建設に係る基本計画

を策定するための新庁舎建設計画事業費をはじめ、庁舎維持管理費などを計上しており

ます。 

  さらに、安心・安全なまちづくりを推進するため、地震、風水害等の災害時における

情報伝達システム整備事業費をはじめ、キッズ防火隊の発足を支援する経費を新たに計

上するとともに、自主防災組織への防災資機材の自主的な整備に対する助成経費などを

計上しております。 

  そのほか、コミュニティバス運行支援事業費、区・自治会の活動を支援する経費や集

会所等整備事業補助金などを計上しております。 

  徴税費では、京都地方税機構負担金や固定資産評価整備事業費など７，２５９万

５，０００円を計上しております。 

  戸籍住民基本台帳費では、戸籍情報システムや住民基本台帳ネットワークの運営経費

など３，７０４万１，０００円を計上しております。 
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  選挙費では、選挙管理委員会の運営経費をはじめ、参議院議員通常選挙、町議会及び

町長選挙に要する経費として、２，２１５万６，０００円を計上しております。 

  統計調査費では、各種指定統計調査費として、経済センサス統計調査などに要する経

費６２万５，０００円を計上しております。 

  監査委員費では、町の財務執行や出納管理などの監査に要する経費として３７万

３，０００円を計上しております。 

  民生費では、社会福祉費、児童福祉費の２項目で１４億３，６５４万４，０００円を

計上しております。 

  社会福祉費では、１０億２，９３１万１，０００円を計上しております。経費の内容

といたしましては、乳幼児の発達支援と児童福祉の向上を図るため、療育教室運営事業

を拡充するとともに、発達相談員、臨床心理士による集団指導を実施するペアレント・

トレーニング事業に要する経費を新たに計上しております。 

  また、高齢者福祉の充実を図るため、町内に地域密着型特別養護老人ホームを整備す

る事業者に対しての補助をはじめ、高齢者等耐震シェルター設置補助事業、また、認知

症の方やその家族、地域の方などが自由に立ち寄れる認知症カフェを開催する経費を新

たに計上するとともに、配食や移送サービスの提供など高齢者の日常生活を支援する事

業、高齢者の交流の場づくりに対する助成支援、敬老会の開催や敬老祝い金の支給に要

する経費などを計上し、本町独自の高齢者施策を実施いたします。 

  さらに、出生から中学校修了まで医療費助成を行う子育て支援医療費支給事業を継続

するとともに、障がい者施設への運営支援、福祉バス運行事業、くらしの資金貸付事業

など、本町独自に展開する福祉施策に要する経費を計上し、さらなる福祉の充実を図り

ます。 

  そのほか、国民健康保険特別会計や介護保険特別会計、後期高齢者医療特別会計への

繰出金をはじめ、障がい者自立支援給付等事業費や老人医療費支給事業費、後期高齢者

医療事業費など、制度上必要な経費のほか、老人福祉センターの運営経費などを計上し

ております。 

  児童福祉費では、４億７２３万３，０００円を計上しております。経費の内容といた

しましては、婚活支援事業補助、結婚・子育てポジティブキャンペーンなどを行う尐子

化対策推進事業費をはじめ、安心して子育てができる環境づくりを推進するため、育児

用品購入助成を行う経費、また、孫育て講座の開催や、三世代交流などを実施するいき

いき孫育て事業に要する経費などを新たに計上しています。また、地域ぐるみの子育て
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支援を推進するため、ファミリー・サポート事業をはじめ、地域子育て支援センター事

業や子育て短期支援事業、家庭支援カウンセリング事業などに要する経費を計上すると

ともに、児童手当支給事業費など、制度上必要な経費を計上しております。 

  衛生費では、保健衛生費、清掃費の２項目で３億６，７６１万４，０００円を計上し

ております。 

  保健衛生費では、１億３，７７９万円を計上しております。 

  保健衛生関係経費の内容といたしましては、授乳についての悩みを抱えている母親の

負担軽減を図るため、助産師による授乳育児相談を実施する経費を新たに計上するとと

もに、母子保健事業や健康増進事業、妊婦健康診査への助成支援など、住民の健康増進

を図る経費を計上しております。 

  さらに、重大疾病の早期発見・治療を図るため、新たなステージに入ったがん検診事

業をはじめ、高齢者人間ドック事業、各種がん検診事業など、各種検診事業に要する経

費を計上しております。各種がん検診については、前立腺がん検診の無料化も図ります。 

  そのほか、水道事業会計負担金などを計上しております。 

  環境衛生関係経費の内容といたしましては、薪・木質ペレットストーブ設置補助金を

はじめ、持続可能な社会の実現に向けた取り組みとして、住民の自主的な環境活動を促

進する経費を計上するとともに、環境への意識向上を図るため、生ごみ処理容器や雤水

貯留設備の購入に対して補助を行います。そのほか、生活環境の保全を図るため、環境

保全調査事業や不法投棄対策事業、合併処理浄化槽設置整備事業などに要する経費を計

上しております。 

  清掃費では、ごみの出し方のルールや物品ごとの排出方法を記載したハンドブックを

作成する経費をはじめ、不燃物収集事業費や資源化物収集事業費、ごみ処理に要する城

南衛生管理組合への負担金など、２億２，９８２万４，０００円を計上しております。 

  労働費では、雇用対策として、林業従事者の雇用を確保するため、町有林を適切に管

理する事業経費として１，６４０万４，０００円を計上しております。 

  農林水産業費では、農業費、林業費、水産業費の３項目で、１億５，３９３万

７，０００円を計上しております。 

  農業費では、１億１，５０３万３，０００円を計上しております。経費の内容といた

しましては、農林業の振興を図るため、農業共同施設の設置や農機具の共同化・近代化

に対する農林業振興事業費補助金をはじめ、高品質な玉露・てん茶の生産に必要な被覆

棚整備や荒廃茶園の改植に対する補助事業に要する経費や、出品茶対策に要する経費な
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どを計上しております。そのほか、耕作放棄地の拡大防止を図るため、急傾斜地にある

田畑への直接支払交付金や町単費による転作助成経費を計上するとともに、農業の担い

手対策や戸別所得補償制度に要する経費などを計上しております。 

  また、茶園造成後約５０年が経過し、茶樹の老齢化と急傾斜地形で作業効率が悪化し

ている湯屋谷地区の大福集団茶園の生産性向上を図り、さらなる宇治茶の生産振興を目

指すため、再造成に要する経費を計上するとともに、森林管理の適正化、災害復旧の迅

速化、公共事業の円滑化を図るための土地の境界、面積の測量に要する経費や農業の生

産性を高めるため、町単費土地改良事業補助金に要する経費などを計上しております。 

  林業費では、３，８７５万４，０００円を計上しております。経費の内容といたしま

しては、健全な森林環境の保全を図るため、間伐及び間伐材の搬出、森林作業道の整備

など造林整備に対する各種補助金をはじめ、企業との協働によるモデルフォレスト事業

や林道補修に要する経費を計上するとともに、豪雤災害、台風災害をふまえ、林地内の

伐倒木等の流出による人家等への被害を防止するための補助金として林地内危険木防災

対策事業費を計上しております。また、猟友会や地域住民、関係機関との連携・協力の

もとで取り組む有害鳥獣の駆除や被害防止に要する経費のほか、野猿等による被害調査、

追い払い経費などを計上しております。 

  水産業費では、漁業組合助成金１５万円を計上しております。 

  商工費では、３，４０３万５，０００円を計上しております。経費の内容といたしま

しては、企業の立地を促進し、本町経済の活性化と就業機会の拡大を図るための企業立

地促進助成金をはじめ、企業の負担を軽減し経営の安定化を図るため、信用保証料や融

資利子に対する助成支援や経営指導を実施する商工会への助成に要する経費を計上して

おります。 

  土木費では、土木管理費、道路橋梁費、河川費、住宅費、都市計画費の５項目で５億

８，０１１万９，０００円を計上しております。 

  土木管理費では、職員人件費など一般管理経費３，９７６万５，０００円を計上して

おります。 

  道路橋梁費では、２億９，７８３万３，０００円を計上しております。経費の内容と

いたしましては、宇治田原山手線整備促進住民会議の活動経費を助成する予算を計上す

るとともに、宇治田原山手線の土地収用等に要する経費をはじめ、住民生活の利便性・

安全性・快適性を確保するため、町道の計画的な整備など、住民生活に密着した生活道

路の整備改良に要する経費を計上しております。そのほか、交通安全対策として、安全
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灯の整備、また、交差点や見通しの悪いカーブに設置しているカーブミラーを曇りどめ

と凍結防止機能を備えた防曇型カーブミラーに更新する経費を計上するとともに、朝夕

の交通量が著しく増加している道路路線における交通安全対策に要する経費などを計上

しております。 

  河川費では、町管理河川のしゅんせつや維持補修に要する経費３０５万円を計上して

おります。 

  住宅費では、町営住宅の管理のための経費１３１万４，０００円を計上しております。 

  都市計画費では、第５次まちづくり総合計画に掲げる土地利用ゾーニング図に示す土

地利用に基づき、都市計画マスタープランを改定する経費を計上するとともに、木造住

宅の耐震診断及び改修助成費や都市公園の維持管理費、公共下水道事業特別会計繰出金

など、合わせて２億３，８１５万７，０００円を計上しております。 

  消防費では、２億５，０７４万９，０００円を計上しております。経費の内容といた

しましては、京田辺市消防本部に消防事務を委託する経費を計上するとともに、宇治田

原分署に配備している消防自動車、救急自動車の維持管理経費を計上するほか、分署施

設の維持管理費などを計上しております。また、消防団活動に要する経費をはじめ、消

防団に消防資機材を配備する経費を計上するとともに、消防団車両や消防設備等の維持

管理費のほか、消防団支援隊活動事業費などを計上しております。 

  教育費では、教育総務費、小学校費、中学校費、社会教育費、保健体育費の５項目で

５億３５３万１，０００円を計上しております。 

  教育総務費では、９，４４２万４，０００円を計上しております。経費の内容といた

しましては、小中一貫教育を推進するため、臨時教員の配置や小中学校・保護者・地域

住民等で構成する推進協議会の運営経費を計上しております。また、学校の教育力向上

支援のため、教育課程の編成等に当たる専門教員の配置を継続するほか、児童生徒の英

語力を高めるため、英語指導助手を２名配置する経費を計上しております。そのほか、

鉄軌道のない本町の地理的条件を踏まえ、本町独自施策として実施している高校生通学

費補助金制度を継続するとともに、奨学金に要する経費を計上し、高校就学支援の充実

を図ります。 

  小学校費では、７，５１８万４，０００円を計上しております。経費の内容といたし

ましては、小学校における教育環境の改善と安全性を図るため、経年务化等が見られる

学校施設の改修費用を計上するとともに、教育環境の維持・確保を図るため、パソコン

等の情報ネットワーク機器をはじめとする学校施設の維持管理に要する経費を計上して
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おります。また、発達障がいのある児童生徒の教育支援を行うため、本町独自施策とし

て、特別支援補助教員を各小学校に１名（計２名）配置する経費を計上するとともに、

児童の学力充実・向上を図るため、町独自の補助教員（各校１名）の配置、また、楽し

い学校生活を送るためのアンケート「ＱＵ」や学力診断テストの実施に要する経費など

を計上するとともに、宇治田原に誇りと愛着心を持つ児童生徒の育成を図るため、町独

自事業として実施するお茶に関する学習授業に要する経費を計上しております。さらに、

児童の読書活動の普及や国語力の向上を図るため、学校図書室の蔵書整備や図書館司書

の配置に要する経費を計上するとともに、理科・算数教育の充実を図る教材備品の購入

経費などを計上しております。そのほか、就学援助・奨励事業費やスクールバス運行費

などを計上しております。 

  中学校費では、５，６４３万６，０００円を計上しております。経費の内容といたし

ましては、英語力の向上を図るため、英語検定を一つの目標として学習意欲の向上を図

ることとし、受験費用を助成する経費をはじめ、中学校における教育環境の改善と安全

性を確保するため、経年务化等が見られる学校施設の改修費用を計上しております。ま

た、小学校と同様、楽しい学校生活を送るためのアンケート「ＱＵ」を実施する経費を

はじめ、学力の充実・向上を図るための経費、お茶に関する学習授業の実施や理科・数

学教材の購入に要する経費、学校図書室の運営経費を計上するほか、就学援助・奨励事

業費やスクールバス運行、通学ヘルメット支給に要する経費を計上しております。さら

に、スポーツ部活動における環境の向上及び部活動の充実を図るため、スポーツ部活動

に必要な備品を整備する経費を計上しております。 

  社会教育費では、１億５，４３９万７，０００円を計上しております。経費の内容と

いたしましては、生涯学習のきっかけづくりにつなげるとともに学習活動の意欲向上を

図るため、生涯学習情報誌を発行する経費をはじめ、郷土愛を育み、地域を再認識する

文化活動として、宇治田原ふるさと文化賞実施事業費や生涯学習推進事業費、文化協会

助成金などを計上しております。また、総合文化センターと図書館が開館２０周年を迎

えることから、記念事業を開催する経費を計上しております。文化財保護の取り組みと

しては、文化財の管理保全経費や田原祭保存継承助成金などを計上しております。 

  町立図書館の取り組みとして、乳幼児期から本に親しみ豊かな心を育成するため絵本

をプレゼントするファーストブック事業をはじめ、読書環境の充実を図るため計画的な

図書購入に要する経費を計上するとともに、住民の読書活動を推進するため、小学校図

書室への図書資料の貸し出しや読書活動ボランティアの育成・支援に要する経費を計上
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しております。 

  そのほか、地域の子育て機能・教育力を生かす取り組みとして、放課後子ども教室推

進事業を実施するとともに、放課後児童健全育成事業については、保護者の送迎負担軽

減のため、土曜・長期休業期間の早朝開設時間を拡充いたします。また、学社連携事業

に取り組む団体や子ども会に対する助成支援に要する経費などを計上するほか、ことぶ

き大学の開催経費や成人式開催費、まるやま交流館の維持管理に要する経費などを計上

しております。 

  保健体育費では、１億２，３０９万円を計上しております。経費の内容といたしまし

ては、スポーツの普及・振興を図るため、体育協会活動に対する助成支援をはじめ、ス

ポーツ推進委員会が実施する事業に要する経費などを計上しております。また、住民体

育館やトレーニングセンター、住民プールをはじめ、住民グラウンドや奥山田グラウン

ドふれあい広場の運営管理費などを計上しております。 

  そのほか、学校給食関係の取り組みとして、子どもの食育を推進するため、特産品で

あるお茶を使った献立による給食試食会の開催や、保護者参観日での給食提供などに要

する経費をはじめ、本町における行事や記念となるべき日を「うじたわらの日」として、

宇治田原産または町内業者から仕入れた京都府産の食材を使用し、本年は町制施行

６０周年として、小学校の祖父母参観・給食試食会開催日に給食を提供する経費を計上

するほか、学校給食の運営に要する経費を計上しております。 

  災害復旧費では、万一の災害に備えた復旧事業の経費として、農林水産施設災害復旧

費、公共土木施設災害復旧費の２項目で、１，４２９万８，０００円を計上しておりま

す。 

  公債費では、平成２７年度末長期債現在高見込４２億６，９７０万円に対する元利償

還金及び一時借入金利子として３億７，６９４万７，０００円を計上しております。 

  次に、「第２表 債務負担行為」につきましては、固定資産評価整備事業の平成

３０年度まで、地域密着型特別養護老人ホーム設置助成事業の平成４７年度まで及び都

市計画制度導入検討事業の平成２９年度までの債務負担の限度額を定めるものでござい

ます。 

  次に、「第３表 地方債」につきましては、緊急防災・減災事業債をはじめ、コミュ

ニティバス整備事業債、塵芥収集車整備事業債、道路橋梁改良舗装事業債、災害復旧事

業債及び臨時財政対策債について、起債の限度額などを定めるものでございます。 

  続きまして、議案第８号、平成２８年度宇治田原町国民健康保険特別会計(事業勘定)
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予算につきましては、予算総額は、歳入歳出それぞれ１４億１，０２６万１，０００円

で、前年対比１０．８％の増額となっております。 

  歳入では、国民健康保険税２億５，８５６万５，０００円、国庫支出金２億

６，７２１万４，０００円、療養給付費等交付金５，３５１万４，０００円、前期高齢

者交付金３億９１５万５，０００円、府支出金７，５３８万５，０００円、共同事業交

付金３億１，１５６万円６，０００円、繰入金１億３，３０３万７，０００円などを計

上しております。 

  歳出では、保険給付費８億６，８０２万９，０００円、後期高齢者支援金１億

４，３１３万５，０００円、介護納付金５，６７７万円、共同事業拠出金２億

８，７０２万９，０００円、保健事業費２，１５５万２，０００円などを計上しており

ます。 

  続きまして、議案第９号、平成２８年度宇治田原町後期高齢者医療特別会計予算につ

きましては、予算総額は、歳入歳出それぞれ９，８７２万９，０００円で、前年対比

７．８％の増となっております。 

  歳入では、後期高齢者医療保険料６，９８８万円、繰入金２，６５６万７，０００円

などを計上しており、歳出では、後期高齢者医療広域連合納付金９，３２１万円などを

計上しております。 

  続きまして、議案第１０号、平成２８年度宇治田原町介護保険特別会計予算につきま

しては、予算総額は、歳入歳出それぞれ７億４，０９３万６，０００円で、前年対比

１１．４％の減額となっています。 

  まず、保険事業勘定ですが、歳入では、保険料１億４，５３９万４，０００円、国庫

支出金１億６，１８０万円、支払基金交付金１億９，１８７万８，０００円、府支出金

１億３７６万８，０００円、繰入金１億３，３６７万８，０００円などを計上しており、

歳出では、保険給付費６億７，６２８万７，０００円、地域支援事業費４，０１０万

７，０００円などを計上しております。 

  続きまして、介護サービス事業勘定ですが、歳入では、サービス収入として予防給付

費収入３６７万９，０００円、歳出では、事業費として居宅介護支援事業費４０７万

９，０００円を計上しております。 

  続きまして、議案第１１号、平成２８年度宇治田原町公共下水道事業特別会計予算に

つきましては、予算総額は、歳入歳出それぞれ６億３，０５５万８，０００円、前年対

比２７．３％の減額となっております。 
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  まず、「第１表 歳入歳出予算」ですが、歳入では、分担金及び負担金１，０４３万

５，０００円、使用料及び手数料６，９１０万５，０００円、国庫支出金１億

１，３４０万円、繰入金２億６１５万８，０００円、諸収入２，１２６万円、町債２億

９６０万円などを計上しております。 

  歳出では、総務費１億３，６８８万８，０００円、公共下水道事業費２億

６，６９９万４，０００円、浄化槽整備推進事業費３６０万３，０００円、公債費２億

２，２５７万３，０００円などを計上しております。 

  次に、「第２表 債務負担行為」につきましては、下水道事業企業会計移行に係る委

託事業費１，１４０万円の債務負担行為を平成３０年度まで設定するものでございます。 

  次に、「第３表 地方債」につきましては、公共下水道事業債などにおいて、起債限

度額などを定めるものでございます。 

  続きまして、議案第１２号、平成２８年度宇治田原町水道事業会計予算につきまして

は、支出予算総額は５億５，０５２万２，０００円、前年対比３．６％の減額となって

おります。 

  まず、収益的収入及び支出の予算額につきましては、水道事業収益３億８３４万

４，０００円、水道事業費用２億８，７１１万７，０００円を計上しております。 

  水道事業収益では、営業収益の給水収益２億７２万９，０００円、営業外収益の受取

利息６５万８，０００円などを計上しており、水道事業費用では、営業費用の原水及び

浄水費６，５８８万９，０００円、減価償却費１億２，５６７万８，０００円、営業外

費用の支払利息及び企業債取扱諸費１，３４０万６，０００円などを計上しております。 

  次に、資本的収入及び支出の予算額につきましては、資本的収入９，９１９万

９，０００円、資本的支出２億６，３４０万５，０００円を計上しております。 

  資本的収入では、企業債７，９００万円、負担金１，３８４万円などを計上しており、

資本的支出では、建設改良費の配水設備改良費２，１３４万２，０００円、拡張事業費

１億２，２３０万円、企業債償還金７，１１７万７，０００円などを計上しております。

なお、資本的収入額が、資本的支出額に対し不足する額１億６，４２０万６，０００円

は、過年度分損益勘定留保資金等で補塡することとしております。 

  続きまして、議案第１６号、宇治田原町まちづくり総合計画推進条例を制定するにつ

きましては、本町では昨年度から２カ年をかけて、今後のまちづくりの基本的な指針と

なる第５次まちづくり総合計画の策定作業を進めてきたところですが、この新たな総合

計画策定にあわせて、その時代背景に応じた本町における総合計画の位置づけを明らか
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にし、その策定と推進について定める宇治田原町まちづくり総合計画推進条例を新たに

制定するものでございます。 

  本条例は、平成２３年の地方自治法の改正により、市町村の基本構想に法的な策定義

務がなくなったことを受けたまちづくり総合計画の構成や諮問機関への諮問・答申、議

会の議決等の手続について定めるとともに、第５次まちづくり総合計画の策定という新

たな時代背景に応じ、同総合計画の基本的な理念や町の基本姿勢等をあわせて位置づけ

ることとしております。 

  続きまして、議案第１７号、宇治田原町豊かな森を育てる基金の設置、管理及び処分

に関する条例を制定するにつきましては、平成２８年４月より導入される京都府豊かな

森を育てる府民税の市町村交付金を基金化して、森林の多面的機能を維持し増進するた

めの施策に要する経費を充てるため、本条例を制定するものでございます。 

  続きまして、議案第２５号、宇治田原町国民健康保険税条例の一部を改正する条例を

制定するにつきましては、高齢化の進展や高度な医療の普及などにより、近年、大幅に

医療費が増加しており、国民健康保険事業運営における財源不足が拡大しているところ

であり、この財源不足額を全て保険税に求めた場合、被保険者の生活への大きな影響が

あることに配慮し、臨時的に一般会計から医療費に対する財源不足額の２分の１相当額

を財政支援するなど、被保険者の負担増を抑制した内容で、国民健康保険税の税率等を

改定するため、本条例を改正するものでございます。 

  主な改正内容は、医療分に係る所得割、均等割、平等割の税率等を改正するものでご

ざいます。 

  続きまして、議案第２８号、宇治田原町企業立地促進条例の一部を改正する条例を制

定するにつきましては、宇治田原町内の工業用地に新たに事業場を設置した企業に対し

て、引き続き助成金を交付するに当たり、既定の失効期日を延長するため、本条例を改

正するものでございます。 

  続きまして、議案第３２号、宇治田原町第５次まちづくり総合計画（基本構想・基本

計画）及び宇治田原町まち・ひと・しごと創生総合戦略（人口ビジョン）の策定につき

ましては、平成２８年度を初年度とする宇治田原町第５次まちづくり総合計画を策定す

るに当たり、議案第１６号にて提案させていただいております宇治田原町まちづくり総

合計画推進条例第１２条の規定により、本総合計画の基本構想及び基本計画の策定につ

いて、議会の議決を求めるものでございます。 

  また、第５次まちづくり総合計画と相互に連関させながら策定を進めてまいりました
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宇治田原町まち・ひと・しごと創生総合戦略のうち、人口ビジョンを同条例第１２条に

定めるこれに類似する計画として、あわせてご提案申し上げます。 

  それぞれの内容等は、まず、今後の本町まちづくりの基本的な指針となる宇治田原町

第５次まちづくり総合計画につきましては、本計画は、基本構想及び基本計画により構

成しており、このうち基本構想は、平成２８年度から３７年度までの１０年間を計画期

間とし、「人がつながる 未来につながる お茶のふるさと 宇治田原」とする「まち

の将来像」及びそれを実現するための「まちづくりの目標」、「土地利用構想」から構

成されております。 

  また、基本計画につきましては、急激な社会情勢の変化にも柔軟かつ的確に対応を図

れるよう、平成３１年度までの４年間を前期基本計画期間として、各分野別に取り組む

施策を体系的に位置づけるとともに、町の主要課題に対して戦略的・重点的に取り組む

３つのまちづくり戦略を定めております。 

  次に、人口減尐の克服と地方創生を目的とする宇治田原町まち・ひと・しごと創生総

合戦略は、平成５２年を目標とする人口ビジョン及び平成３１年度までの基本目標や施

策の基本的方向、具体的な施策等をまとめた地域創生総合戦略により構成しております。 

  なお、本地域創生総合戦略は、第５次まちづくり総合計画中のまちづくり戦略と一体

的、同一のものとして策定しておりますが、このうち人口ビジョンにつきましては、第

５次まちづくり総合計画の計画期間以降の期間までを目標年次としておりますことから、

本人口ビジョンにつきましても議決の対象とさせていただくものでございます。 

  以上、よろしくご審議賜りまして、ご可決いただきますようお願いを申し上げます。 

○議長（田中 修） 提案理由の説明が終わりましたので、各議案に対する質疑を行いま

す。 

  議案第７号に対する質疑を行います。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 議案第７号に対する質疑を終わります。 

  議案第８号に対する質疑を行います。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 議案第８号に対する質疑を終わります。 

  議案第９号に対する質疑を行います。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 議案第９号に対する質疑を終わります。 
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  議案第１０号に対する質疑を行います。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 議案第１０号に対する質疑を終わります。 

  議案第１１号に対する質疑を行います。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 議案第１１号に対する質疑を終わります。 

  議案第１２号に対する質疑を行います。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 議案第１２号に対する質疑を終わります。 

  議案第１６号に対する質疑を行います。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 議案第１６号に対する質疑を終わります。 

  議案第１７号に対する質疑を行います。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 議案第１７号に対する質疑を終わります。 

  議案第２５号に対する質疑を行います。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 議案第２５号に対する質疑を終わります。 

  議案第２８号に対する質疑を行います。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 議案第２８号に対する質疑を終わります。 

  議案第３２号に対する質疑を行います。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 議案第３２号に対する質疑を終わります。 

  以上で、各議案に対する質疑を終わります。 

  お諮りいたします。ただいま議題となっております１１議案につきましては、予算特

別委員会を設置し、これに付託の上、審査することにいたしたいと思います。これにご

異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 異議なしと認めます。よって、議案第７号から議案第１２号、議案

第１６号、議案第１７号、議案第２５号及び議案第２８号並びに議案第３２号の１１議
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案は、予算特別委員会に付託の上、審査することに決しました。 

────────────────────────────────────────── 

◎予算特別委員会の設置について 

○議長（田中 修） 日程第３７、予算特別委員会の設置についてを議題といたします。 

  予算特別委員会の委員の選任については、委員会条例第６条第４項の規定により、議

員１２名を指名いたしたいと思います。これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 異議なしと認めます。よって、議員１２名を予算特別委員会に選任

することに決しました。 

  ここで暫時休憩をいたします。 

  直ちに予算特別委員会を開催いたしますので、議員の皆さんは委員会室のほうにご参

集をお願いいたします。 

休  憩   午後 １時０５分 

再  開   午後 １時１８分 

○議長（田中 修） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

  ただいま休憩中に予算特別委員会を開催し、委員長並びに副委員長の選任が行われま

したので、その結果を発表いたします。 

  予算特別委員会委員長に稲石義一君、副委員長に内田文夫君と決定されましたので、

ご報告申し上げます。 

  お諮りいたします。本日の日程は全て終了いたしましたので、本日はこれにて散会い

たしたいと思います。これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 異議なしと認めます。よって、本日はこれにて散会することに決し

ました。 

  次回は３月９日午前１０時から会議を開きますので、ご参集のほど、よろしくお願い

申し上げます。 

  なお、本日付託いたしました議案につきましては、それぞれの所管の委員会において

十分な審査をお願いいたします。 

散  会   午後 １時１９分 
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